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質
問　

市
役
所
再
建
で
、
国
か

ら
は
何
を
求
め
ら
れ
て
い
た
の

か
。

　

答
弁　
新
庁
舎
建
設
は
、
10
年
以

内
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
求
め

ら
れ
た
。

　

質
問　

市
役
所
再
建
に
対
す
る

市
民
の
思
い
と
そ
の
対
応
は
。

新市役所が開庁

市
役
所
再
建
の
市
民
対
応
は

　

意
見
交
換
会
を
28
カ
所
で
開
催

伊藤 明彦 
 （新　志　会）

及川 修一 
 （新　　風）

勇
気
づ
け
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

質
問　

障
が
い
の
あ
る
方
の
活

躍
の
場
の
現
状
は
。

　

答
弁　

農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な

ど
の
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み

で
、「
障
が
い
の
あ
る
方
の
新
た

な
活
躍
の
場
の
創
出
」
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

答
弁　

市
民
と
の
意
見
交
換

会
は
28
カ
所
で
開
催
し
、
延
べ

９
０
０
人
を
超
え
る
方
々
か
ら
意

見
を
伺
い
、
盛
り
土
を
行
う
な
ど

敷
地
を
Ｔ
Ｐ
17
㍍
に
し
た
。

　

質
問　

新
庁
舎
へ
の
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
寄
付
の
内
容
は
。

　

答
弁　

プ
ラ
ス
㈱
か
ら
事
務
机

や
椅
子
な
ど
の
寄
付
に
加
え
、
庁

内
の
備
品
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
関
す

る
助
言
も
い
た
だ
い
た
。

公
共
施
設
等
整
備
基
金
は

　

質
問　

公
共
施
設
等
整
備
基
金

の
内
容
は
。

　

答
弁　

全
国
市
有
物
件
災
害
共

済
会
か
ら
の
13
億
５
千
万
円
の
見

舞
金
が
原
資
で
、
高
田
保
育
所
、

高
田
小
学
校
な
ど
の
整
備
に
充
当

し
、
10
億
５
千
万
円
の
残
高
見
込

み
で
あ
る
。

や
さ
し
さ
と
笑
顔
の
ま
ち
は

　

質
問　

陸
前
高
田
市
地
域
交
付

金
制
度
の
成
果
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

地
域
交
付
金
は
、
本
年

で
３
年
目
と
な
り
、
令
和
２
年
度

は
５
４
７
０
万
円
、
執
行
率
99
・

５
％
の
実
績
。
活
用
の
自
由
度
が

高
い
こ
と
か
ら
、
各
地
区
の
課
題

解
決
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

質
問　

高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
成
果
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

４
月
か
ら
の
受
け
付
け

で
、
２
５
７
人
も
の
申
し
込
み
が

あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
思
い

の
高
齢
者
や
飲
食
事
業
者
な
ど
を

　

質
問　

市
役
所
の
新
庁
舎
建
設

を
巡
っ
て
は
、
再
建
場
所
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
っ
た

が
、
今
の
思
い
は
ど
う
か
。

新庁舎で初議会

新
庁
舎
へ
の
思
い
は

市
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
目
指
す

げ
る
。

 

改
正
災
対
法
の
周
知
は

　

質
問　

災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
避
難
情
報
の
見
直

し
を
住
民
に
周
知
す
る
方
法
は
。

　

答
弁　

新
し
い
避
難
情
報
と
、

そ
の
際
に
取
る
べ
き
行
動
の
周
知

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

と
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
お
よ
び
ハ

　

答
弁　

庁
舎
は
市
の
顔
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
。
よ
り

良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、

敷
居
の
低
い
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
市
役
所
を
目
指
す
。

　

質
問　

市
政
運
営
の
一
つ
で
あ

る
賑
わ
い
の
創
出
や
交
流
人
口
の

拡
大
策
は
何
か
。

　

答
弁　

震
災
を
契
機
に
絆
を
深

め
て
き
た
国
内
外
の
関
係
団
体
と

引
き
続
き
連
携
を
図
り
、
施
設
や

事
業
の
魅
力
を
高
め
、
本
市
へ
の

流
れ
を
促
進
さ
せ
、
拡
大
に
つ
な

伊藤　明彦
（新　志　会）

及川　修一

鵜浦　昌也
（創　生　会）

伊勢　純
（日本共産党）

佐々木一義
（創　生　会）

中野　貴徳
（翔　　成）

大坪　涼子
（日本共産党）

大和田加代子
（碧　い　風）

木村　聡
（翔　　成）

藤倉　泰治
（日本共産党）

畠山恵美子
（翔　　成）

１　市役所新庁舎完成と今後の市政運営
２　災害対策基本法の一部改正に伴う地域防災計画
　　の見直し
３　市立博物館の開館予定と運営および文化財レス
　　キュー
　
１　市役所新庁舎
２　公共施設等整備基金
３　やさしさと笑顔のまちの実践

１　行財政運営
２　教育行政
３　有害鳥獣対策

１　沿岸漁業の深刻な現状と本市の対策
２　ふるさと納税と地元特産物の取り扱い
３　コロナ禍の生活相談体制

１　防災文化のまちづくり
２　暮らしやすいまちづくり
３　コロナ禍および収束後の経済対策

１　公共施設等の維持管理
２　本市景観条例の効果と課題

１　新型コロナウイルスワクチン接種体制および P
　　CR 検査
２　配食サービス事業および地域経済循環
３　新庁舎移転に伴う諸課題

１　学校における教員の働き方改革
２　資源ごみの減量化と海洋プラスチック問題

１　交通政策における多様な施策
２　ふるさと納税
３　まちづくりにおける移住政策

１　市内の事業者支援と新型コロナウイルス感染症
　　対策
２　公共施設の復旧整備と今後の施設管理および事
　　業展開
３　出稼ぎ労働者等のアスベスト健康被害に対する
　　対応

１　新型コロナウイルス感染症パンデミック禍にお
　　ける“withコロナ”という状態下での社会変革と
　　地方自治体の今後の在り方
２　陸前高田市の歴史文化と芸術文化に係る政策
　　および施策展開

一般質問　　　
　　　　質問した事項（質問順）

議 員 氏 名
（会 派 名）

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
防
災
啓
発
面
へ

の
掲
載
を
準
備
し
て
い
る
。

　

質
問　

個
別
避
難
計
画
の
作
成

が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ
た

が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

下
矢
作
地
区
を
計
画
策

定
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
問
題
点
や

課
題
を
検
証
し
な
が
ら
避
難
行
動

要
支
援
者
が
適
切
か
つ
迅
速
に
避

難
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

博
物
館
の
開
館
時
期
は

　

質
問　

再
建
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
市
立
博
物
館
は
、
７
月
末

に
完
成
す
る
が
、
開
館
時
期
は
。

　

答
弁　

工
事
完
成
後
は
展
示
品

を
保
全
す
る
た
め
、
文
化
庁
の
指

針
に
よ
り
公
開
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
後
か
ら
二
夏
経
過
後
と
な
る

令
和
４
年
の
秋
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
る
。

　

質
問　

開
館
後
の
運
営
方
針

は
。

　

答
弁　

国
宝
・
重
要
文
化
財
等

の
展
示
公
開
が
可
能
な
施
設
の
承

認
を
目
指
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て

子
ど
も
た
ち
が
本
市
の
自
然
、
歴

史
、
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
体
験

し
な
が
ら
学
べ
る
事
業
も
展
開
し

て
い
き
た
い
。

  いとう　　 あきひこ

 おいかわ　  しゅういち

 うのうら　   まさなり

 　 い　せ　  じゅん

　ささき　　かずよし

  なかの　　 たかのり

おおつぼ　  りょうこ

 おおわだ　  かよこ

　 きむら　　あきら

ふじくら　　 たいじ

 はたけやま　えみこ


